


財
団
法
人  

太
平
洋
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー  
設
立
二
十
周
年
記
念
誌

│
途
上
国
に
役
立
つ
人
材
育
成
協
力
の
歩
み
と
実
績

│



本
記
念
誌
で
は
、
設
立
か
ら
現
在
に
至
る
途
上
国
に
役
立
つ
人
材
育
成
協
力
の

歩
み
と
実
績
を
整
理
し
、
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
の
培
っ
て
き
た
強
み
と
特
色
を
ご
紹
介
す

る
と
と
も
に
、Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
の
活
動
に
関
与
さ
れ
た
多
く
の
方
々
か
ら「
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｘ

と
私
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
寄
稿
文
ま
た
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
の
活
動
が
関
西
の
産
・
官
・
学
の
数
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協

力
で
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄

稿
文
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

刊
行
に
あ
た
っ
て
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財
団
法
人 

太
平
洋
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
）
は
二
〇
一
〇
年
四
月
、
設
立

二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
P
R
E
X
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
て
途
上
国
の
人
材
育
成
に

協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
途
上
国
の
発
展
に
役
立
つ
と
同
時
に
、
研
修
事
業
を
通
じ
て
途

上
国
と
関
西
の
人
々
と
の
交
流
の
活
発
化
を
図
り
、
関
西
の
発
展
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
十
年
間
、
世
界
情
勢
は
激
し
く
揺
れ
動
き
ま
し
た
。
P
R
E
X
が
設
立
さ
れ
た

一
九
九
〇
年
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
経
済
化
が
始
ま

り
ま
し
た
。
一
九
九
一
年
に
は
、
ソ
連
共
産
党
が
解
体
さ
れ
、
ロ
シ
ア
の
市
場
経
済
へ
の

移
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
A
S
E
A
N
諸
国
の
経
済
発
展
も
目
覚
し
く
一
九
九
六
年
に
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
中
国
の
急
速
な
経
済
発
展
も
世
界

経
済
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
ま
す
。

設
立
二
十
周
年
を
迎
え
て

財
団
法
人 

太
平
洋
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー　

会
長 　

井
上 

義
國

一
九
九
〇
年　

設
立
披
露
パ
ー
テ
ィ
に
て

（
左
か
ら
井
上
会
長
、
神
田

前
会
長
、山
田
初
代
理
事

長
、
萩
尾
現
監
事
）。
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P
R
E
X
は
、
も
と
も
と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
途
上
国
の
人
材
育
成
支
援
に
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
世
界
情
勢
へ
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
研
修
対
象
国
や
研

修
分
野
を
拡
大
し
な
が
ら
進
化
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
政
府
の
要
請
も
あ
っ
た
こ
と
で
す

が
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ロ
シ
ア
の
市
場
経
済
化
を
進
め
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
も
協
力
し

ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
二
十
年
間
の
研
修
対
象
国
・
地
域
は
百
三
十
一
に
達
し
、
研
修
員
は

一
万
三
千
人
を
超
え
ま
し
た
。
国
別
の
研
修
人
員
数
で
は
第
一
位
が
中
国
、
つ
い
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
国
々
の
近
年
の
目
覚
し
い
経
済
発
展
を

考
え
る
時
、
P
R
E
X
の
人
材
育
成
援
助
活
動
が
そ
の
発
展
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
そ
う
自
負
し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
P
R
E
X
は
、
こ
の
二
十
年
間
で
貴
重
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
き

ま
し
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
途
上
国
の
人
々
が
研
修
の
た
め
に
関
西
を
訪
れ
、
企

業
経
営
者
や
政
府
機
関
、
自
治
体
、
大
学
な
ど
の
人
々
と
の
交
流
を
積
み
重
ね
相
互
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
帰
国
し
た
研
修
員
の
同
窓
会
も
ア
ジ
ア
、
中
米
な
ど
十
三
の
国
と
地
域

に
結
成
さ
れ
緊
密
に
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
今
後
の
関
西

の
発
展
に
と
っ
て
の
財
産
で
あ
る
と
同
時
に
、
P
R
E
X
発
展
の
た
め
の
貴
重
な
財
産
と

な
る
は
ず
で
す
。

途
上
国
の
人
材
育
成
に
必
要
な
研
修
シ
ス
テ
ム
も
時
代
と
と
も
に
進
化
し
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
一
九
九
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
四
カ
年
計
画
を
前
提
と
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
技
術
協
力
に
よ
る
貿
易
人
材
育
成
事
業
は
画
期
的
な
成
果
を
お
さ
め
ま

し
た
。
一
九
九
八
年
か
ら
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
関
西
と
途
上
国
を
結
ぶ
遠

隔
研
修
を
実
施
し
、
研
修
効
率
の
大
幅
な
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

一
九
九
一
年　

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
初
の
海
外
研
修

の
開
講
式
。

一
九
九
八
年　

Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た
初
の
遠

隔
研
修
を
実
施
。大
阪
、タ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
結
ん
だ
。
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Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ
れ
か
ら
も
変
化
し
続
け
る
も
の
と
予
想
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
新
興
国
の
急
速
な
経
済
発
展
が
世
界
を
変
え
、
日
本
に
も

強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
す
。
P
R
E
X
は
、
過
去
の
成
功
経
験
に
頼
る
こ
と
な
く
、

途
上
国
の
発
展
に
必
要
な
人
材
の
育
成
に
役
立
つ
「
日
本
の
強
み
」
と
は
何
か
、
ま
た
日

本
が
世
界
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
は
何
か
を
は
っ
き
り
認
識
し
た
う
え
で
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
新
た
な
研
修
事
業
を
企
画
、
実
施
し
、
人
的
交
流
の
活
発
化
を
図
る
こ
と
が
よ

り
重
要
と
な
り
ま
す
。

太
陽
光
発
電
や
水
処
理
と
い
っ
た
環
境
問
題
な
ど
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
テ
ー
マ
の
人

材
育
成
支
援
や
、
将
来
の
中
堅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
候
補
で
あ
る
在
日
外
国
人
留
学
生
の
実
務

研
修
支
援
な
ど
新
し
い
分
野
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。
ま
た
、
近
い
将
来
に
は
途
上
国
の
人

材
育
成
の
み
な
ら
ず
、
日
本
人
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
取
り
組
む
テ
ー
マ
と
し
て
具

体
化
を
検
討
す
る
計
画
で
す
。

世
界
経
済
の
発
展
に
と
っ
て
も
日
本
経
済
の
成
長
に
と
っ
て
も
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
の
途
上
国
の
人
材
育
成
支
援
は
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
に
な
り
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
は
引

き
続
き
、
途
上
国
の
中
堅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
支
援
と
、
研
修
事
業
を
通
じ
て
関
西
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
的
交
流
の
活
発
化
を
図
る
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
に
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
は
こ
れ
ま
で
、
関
西
の
企
業
経
営
者
、
地
方
自
治
体
、
大
学
関
係
者
な
ど
の

強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
「
途
上
国
に
と
っ
て
、

関
西
に
と
っ
て
、
な
く
な
っ
て
は
困
る
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
」
に
な
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
所
存
で
す
。
関
係
各
位
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
〇
八
年　

高
村
外
務
大
臣（
当
時
）よ

り
外
務
大
臣
表
彰
を
授
与

さ
れ
る
。

二
〇
〇
九
〜
二
〇
一
〇
年  

途
上
国
の
ニ
ー

ズ
の
高
い「
太
陽
光
発
電
導

入
支
援
計
画
研
修
」を
実
施
。


